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各地区電友会だより（福島）

　
◆ 

福
島
地
区
電
友
会

◎
令
和
６
年
度
福
島
支
部
総
会
開
催

　５
月
29
日
福
島
市
飯
坂
町
「
い
づ
み
や
」
に
於
い

て
、
令
和
６
年
度
福
島
支
部
総
会
を
退
職
者
の
会
福

島
県
協
議
会
赤
井
事
務
局
次
長
を
来
賓
に
迎
え
開
催

し
ま
し
た
。

　山
田
斉
支
部
長
が
開
会
の

挨
拶
を
行
い
、

・
昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
少
し
落
ち
着

た
の
で
、
総
会
の
集
合
開
催山田斉支部長挨拶

総会会場模様

伊藤邦子議長

や
懇
親
会
を
実
施
で
き
た
地
区
が
有
り
ま
し
た
。
今

年
度
も
総
会
等
の
集
合
開
催
や
、
サ
ー
ク
ル
へ
の
参

加
会
員
の
拡
大
等
、
電
友
会
活
動
の
活
性
化
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
電
友
会
活
動
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
支

援
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
諸
活

動
へ
の
協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。

・
電
友
会
の
事
務
局
機
能
に
関
す
る
課
題
や
方
向
性

等
を
、
議
案
書
審
議
の
後
で
意
見
交
換
し
た
い
の
で
、

各
地
区
の
現
状
や
解
決
策
等
を
提
案
い
た
だ
き
た
い
。

　と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　続
い
て
、
吾
妻
会
の
伊
藤
邦
子
会
長
を
議
長
に
選

出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
議
事
で
は
、
事
務
局
長

を
兼
務
し
て
い
る
山
田
支
部
長
か
ら
令
和
５
年
度
事

業
活
動
報
告
・
収
支
決
算
報
告
、
鈴
木
会
計
監
査
か

ら
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し

た
。　続

い
て
、
令
和
６
年
度
事
業
活
動
計
画
（
案
）・

収
支
予
算
（
案
）
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
活
動

計
画
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
後
に
サ
ー
ク
ル
活
動
の
再
開

や
活
性
化
の
支
援
と
し
て
、
令
和
３
～
５
年
度
実
施

し
た
福
島
支
部
独
自
の
補
助
金
配
賦
を
取
り
止
め
る

事
に
し
ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
事
業
活
動
計
画（
案
）

及
び
収
支
予
算
（
案
）
と
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　最
後
に
、
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
次
の

と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　事
務
局
長

　杉

　才
芳

　
　
　
　
　
　（

所
属

　福
島
地
区

　事
務
局
長
）

　議
案
書
審
議
の
後
は
、
各
地
区
の
事
務
局
機
能
の

課
題
等
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　い
わ
き
地
区
か
ら
会
員
の
高
齢
化
等
で
、
役
員
の

選
出
を
含
め
た
会
の
運
営
が
出
来
な
い
。
今
年
度
の

定
期
総
会
で
解
散
を
提
案
す
る
予
定
と
の
状
況
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
（
令
和
６
年
６
月
17
日
開
催
の
「
い

わ
き
電
友
会
」
定
期
総
会
で
解
散
が
議
決
さ
れ
た
）。

ま
た
、
他
地
区
か
ら
の
説
明
で
も
、
同
様
の
悩
み
が

有
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　出
席
者
の
多
く
か

ら
、
役
員
数
や
活
動

内
容
の
見
直
し
等
で
、

解
散
せ
ず
に
継
続
の

方
向
で
検
討
出
来
な

い
か
？
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　総
会
終
了
後
の
懇

親
会
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
福
島
支
店
企

画
総
務
部
長
川
辺
信

一
様
の
ご
挨
拶
を
頂

き
、
星
日
出
明
副
支

部
長
の
乾
杯
で
酒
宴

に
入
り
ま
し
た
。
役

川辺信一企画総務部長
挨拶

星日出明副支部長の
乾杯

赤井善男退職者の会
事務局次長挨拶

  
福
島
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員
の
交
代
等
で
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
旧
知
の
方
々
と

談
笑
が
続
き
ま
し
た
。

◆ 

福
島
地
区
電
友
会

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

⑴
し
の
ぶ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　し
の
ぶ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
活
動
は
、
３
月
か
ら
11

月
ま
で
月
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
異
常

気
象
に
よ
る
酷
暑
に
も
負
け
ず
月
１
回
の
ゴ
ル
フ
活

動
を
実
施
し
新
規
会
員
も
加
わ
り
友
好
を
深
め
る
事

懇親会模様

が
出
来
ま
し
た
。

　電
友
会
の
皆
様
、
し
の
ぶ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
は
新

規
入
会
者
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ご
連
絡
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　な
お
、
各
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
第
２
６
０
回
大
会

　令
和
６
年
５
月
17
日

　福
島
民
報
コ
ー
ス

　優
勝

　太
田

　岩
夫

　
　準

優
勝

　阿
部

　忠

・
第
２
６
１
回
大
会

　令
和
６
年
６
月
14
日

　大
玉
カ
ン
ト
リ
ー

　優
勝

　五
十
嵐

　進

　
　準

優
勝

　鈴
木

　義
典

しのぶゴルフ倶楽部
写真

・
第
２
６
２
回
大
会

　令
和
６
年
７
月
12
日

　

　猫
魔
ホ
テ
ル
猪
苗
代
コ
ー
ス

　優
勝

　佐
々
木

　充

　
　準

優
勝

　阿
部

　義
則

・
第
２
６
３
回
大
会

　令
和
６
年
８
月
23
日

　猫
魔
ホ
テ
ル
猪
苗
代
コ
ー
ス

　優
勝

　堀
内

　良
巳

　
　準

優
勝

　安
孫
子
忠
一

・
第
２
６
４
回
大
会

　令
和
６
年
９
月
13
日

　大
玉
カ
ン
ト
リ
ー

　優
勝

　三
浦

　利
夫

　
　準

優
勝

　阿
部

　義
則

・
第
２
６
５
回
大
会

　令
和
６
年
10
月
11
日

　パ
ー
シ
モ
ン
Ｃ
Ｃ

　優
勝

　阿
部

　忠

　
　
　準

優
勝

　鈴
木

　義
典

⑵
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ク
ル
悠
々
ク
ラ
ブ

　悠
々
ク
ラ
ブ
の
活
動
理
念
「
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
を
生
か

し
社
会
貢
献
を
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

・
令
和
６
年
度
の
活
動
状
況

　令
和
６
年
４
月
か
ら
、
例
会
と
Ｐ
Ｃ
教
室
を
合
同

開
催
と
し
、
毎
月
第
２
水
曜
日
及
び
第
４
水
曜
日

に
延
べ
９
回
（
暑
い
気
候
の
７
月
後
半
と
８
月
は

休
会
）、
63
名
内
会
員
29
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
主

な
講
習
内
容
は
、
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
た
写
真
に
音
声

を
加
え
て
動
画
化
す
る
画
像
処
理
、
忘
れ
な
い
様
に

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
等
の
勉
強
を
行
い
ま
し
た
。

　福
島
支
部
へ
の
支
援
と
し
て
、
Ｈ
Ｐ
の
「
サ
ー
ク

ル
だ
よ
り
」
や
訃
報
の
掲
載
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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　ま
た
、
有
志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、

視
覚
障
害
者
支
援
組
織「
に
じ
の
会
」へ
図
書
の
デ
ィ

ジ
タ
ル
音
声
化
を
支
援
し
て
お
り
、
多
く
の
障
害
者

の
方
々
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
閲
覧
回
数
は
、
過

去
作
成
の
図
書
も
含
め
て
２
３
０
０
回
を
超
え
ま
し

た
。

⑶
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

　前
回
95
号
以
降
の
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
５
月
例
会

　参
加
者

　７
名

・
６
月
例
会

　参
加
者

　７
名

・
７
月
例
会

　参
加
者

　９
名

・
８
月
例
会

　参
加
者

　10
名

・
９
月
例
会

　参
加
者

　８
名

例会とＰＣ教室の
開催模様

　我
が
ク
ラ
ブ
は
、皆
で
「
し
ゃ
べ
り
」「
歌
い
」「
飲

ん
で
」
と
楽
し
い
集
ま
り
で
す
。
原
則
毎
月
第
３
月

曜
日
が
例
会
で
す
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
来
て
見
て

く
な
ん
し
ょ
な
い
（
来
て
み
て
下
さ
い
ネ
）。

　な
お
、
10
月
例
会
で
は
年
２
回
の
発
表
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
結
果
に
つ
い
て
は
次
回
号
で
紹
介
い

た
し
ま
す
。

⑷
そ
ば
を
楽
し
む
会

　前
回
95
号
以
降
の
活
動
状
況
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

・
５
月
例
会

　休
会
（
蕎
麦
打
ち
師
匠
多
忙
の
為
）

・
６
月
例
会

　参
加
者

　９
名

８月例会参加の
皆さん

・
６
月
特
別

　伊
藤
鉄
次
会
長
の
米
寿
を
祝
う
会

　ス
ナ
ッ
ク
を
貸
切
り
、
喉
を
潤
し
な
が
ら
、
伊
藤

会
長
の
十
八
番
を
聞
き
な
が
ら
、
楽
し
い
お
祝
い
会

が
で
き
ま
し
た
。

・
７
月
例
会

　休
会

　蕎
麦
打
ち
師
匠
多
忙
の
為

・
８
月
例
会

　納
涼
会

　７
名
参
加
。
の
ど
を
潤
し

て
、
お
互
い
に
、
カ
ラ
オ
ケ
自
慢
で
、
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

・
９
月
例
会

　参
加
者
14
名

　「
そ
ば
を
楽
し
む
会
」
と
「
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
」

の
会
員
は
、
重
複
し
て
加
入
し
て
い
る
方
が
多
い
事

も
有
り
、
夜
の
部
で
も
交
流
を
深
め
て
い
る
異
色
の

サ
ー
ク
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そばを楽しむ会伊藤鉄次会長
米寿を祝う会
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⑸
麻
雀
サ
ー
ク
ル

　令
和
６
年
度
に
つ
い
て
も
、
奇
数
月
の
５
月
・
７

月
・
９
月
に
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ

ん
は
２
か
月
に
一
度
の
開
催
が
待
ち
遠
し
い
様
子
で
、

毎
回
11
～
13
人
の
申
し
込
み
が
有
る
が
Ｏ
Ｂ
ル
ー
ム

が
ち
ょ
っ
と
狭
く
、
２
卓
８
名
に
絞
っ
て
実
施
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　大
会
は
毎
回
大
盛
況
で
、
今
後
は
女
子
メ
ン
バ
ー

を
募
り
、
毎
月
１
回
の
開
催
に
向
け
て
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

　令
和
６
年
度
の
大
会
成
績
は

・
第
１
回
大
会
（
参
加
者
８
名
）

　優
勝

　阿
部

　忠

　
　
　準

優
勝

　池
田

　吉
秋

麻雀サークル

し
た
り
喜
ん
だ
り
…
。

　ま
た
、
一
日
限
り
の
「
吾
妻
会
芸
能
ク
ラ
ブ
」
の

仮
装
踊
り
や
歌
が
あ
り
、
お
な
か
を
抱
え
て
笑
い
、

即
席
で
皆
も
一
緒
に
踊
り
…
。
そ
ん
な
様
子
を
み
て

い
る
と
、
続
け
る
こ
と
は
大
切
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し

た
。
楽
し
い
語
ら
い
を
い
っ
ぱ
い
に
、
明
日
か
ら
こ

の
余
韻
に
浸
る
こ
と
が
で
き
る
ネ
、
と
思
い
な
が
ら

散
会
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　令
和
６
年
も
不
安
定
な
気
候
や
酷
暑
等
に
悩
ま
さ

れ
た
が
、
当
会
の
山
歩
き
は
こ
の
会
の
山
案
内
人
の

「
念
力
の
お
陰
」
か
幸
い
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
誰
も

吾妻会
総会集合写真

・
第
２
回
大
会
（
参
加
者
８
名
）

　優
勝

　佐
藤

　公
広

　
　準

優
勝

　阿
部

　忠

・
第
３
回
大
会
（
参
加
者
８
名
）

　優
勝

　池
田

　吉
秋

　
　準

優
勝

　相
澤

　雅
宏

◆ 

電
友
吾
妻
会

◎
第
51
回
電
友
吾
妻
会
総
会
の
開
催

　秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
令
和
６
年
10
月
17
日
に

第
51
回
総
会
を
恒
例
に
よ
り
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
福
島

で
開
催
。
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　今
年
は
米
寿
の
お
祝
い
が
お
ひ
と
り
で
し
た
が
、

都
合
に
よ
り
欠
席
の
た
め
、
後
日
お
届
け
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
次
い
で
総
会
に
入
り
５
年
度
の
報
告

と
６
年
度
の
計
画
は
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　終
了
後
の
懇
親
会
に
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
福
島
支
店
の
川

辺
総
務
企
画
部
長
と
山
田
電
友
会
福
島
支
部
長
を

お
迎
え
し
、
ご
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。
手
作
り

サ
ー
ク
ル
の
大
塚
さ
ん

か
ら
作
品
を
ど
っ
さ
り

い
た
だ
き
、
参
加
し
た

会
員
へ
お
土
産
と
し
て

分
け
ま
し
た
。
皆
は
そ

の
出
来
栄
え
に
、
感
心

吾妻会　総会踊り写真
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怪
我
無
く
前
半
の
活
動
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

・
４
月
20
日
長
寿
山
・
太
郎
坊
山
の
山
開
き
５
６
６

ｍ
13
名
参
加
。
川
俣
町
小
島
公
民
館
主
催
の
山
開
き

に
９
年
ぶ
り
に
参
加
。
安
全
祈
願
の
後
、
長
寿
山
で

は
コ
ー
ヒ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
憩
い
の
場
に
戻

り
青
空
の
下
、
地
域
住
民
の
方
々
が
総
出
で
作
っ
た

具
沢
山
の
豚
汁
と
、

つ
き
立
て
の
あ
ん
こ

餅
を
頂
き
、
お
腹
も

心
も
大
満
足
。
昼
食

後
、
新
緑
の
太
郎
坊

山
へ
登
り
山
桜
の
咲

く
春
山
の
展
望
を
満

喫
し
た
。

・
５
月
17
日
高
柴
山

８
８
４
ｍ
14
名
参
加
。

　ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の

あ
る
ツ
ツ
ジ
を
期
待

し
た
が
、
見
頃
が
過

ぎ
た
の
か
、
剪
定
が

行
届
か
な
い
の
か
背

丈
が
伸
び
す
ぎ
て
花

の
付
き
が
少
な
い
感

じ
で
し
た
。
下
山
後

史
跡
名
勝
の
「
東
堂

４月　長寿山・太郎坊山５月　高柴山

山
（
満
福
寺
）」
で
昼
食
に
し
、「
昭
和
羅
漢
」
の
ユ

ニ
ー
ク
な
石
像
達
に
癒
さ
れ
滝
根
町
の
「
針
湯
荘
」

の
湯
で
温
ま
り
帰
路
に
着
い
た
。

・
６
月
14
日
大
作
山

５
６
８
ｍ
11
名
参
加

　４
年
ぶ
り
８
回
目
。

福
島
市
の
郊
外
地
で

あ
り
な
が
ら
ヒ
メ
サ

ユ
リ
も
ニ
ホ
ン
カ
モ

シ
カ
に
も
会
え
る
山

で
す
が
今
回
は
ど
ち

ら
も
Ｎ
Ｇ
で
初
参
加

５
名
に
は
残
念
で
し

た
。
最
高
気
温
33
・

４
度
の
中
で
の
山
行

で
下
山
後
は
名
湯

「
伊
勢
屋
」
の
湯
で

癒
や
さ
れ
た
。

・
６
月
27
日
・
28
日

谷
川
岳
１
９
７
７
ｍ

５
名
参
加
。
Ｊ
Ｒ
フ

リ
ー
切
符
利
用
の
番
外
編
。
岩
登
り
、
沢
登
り
等
、

数
コ
ー
ス
が
あ
る
中
で
一
番
優
し
い
一
般
コ
ー
ス
で

あ
る
は
ず
が
タ
フ
な
山
行
だ
っ
た
。
本
格
的
な
山
小

屋
泊
り
で
決
し
て
快
適
で
は
な
か
っ
た
が
趣
あ
る
気

分
だ
っ
た
。
双
耳
峰
と
言
わ
れ
る
山
頂
は
天
候
の
関 ６月　大作山６月　谷川岳

係
で
「
ト
マ
ノ
耳
」
の
み
早
朝
５
時
に
登
頂
。
貴
重

な
「
ホ
ソ
ビ
ナ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ
」
も
撮
れ
感
激
。

・
７
月
19
日
大
名
倉
山
５
７
６
ｍ
10
名
参
加

　３
回
目
だ
が
今
回

は
遙
拝
殿
の
対
象
で

あ
る
「
安
達
太
良
山

頂
」
の
眺
望
は
無
理

か
も
し
れ
な
い
と
思

っ
て
い
た
が
、
山
頂

に
着
け
ば
何
と
か
雲

が
切
れ
遙
拝
で
き
ラ

ッ
キ
ー
で
し
た
。
３

回
全
勝
と
い
う
こ
と

で
す
。

・
８
月
16
日
幕
滝

　登
山
道
不
通
の
為
中
止

・
８
月
26
日
反
省
会
及
び
暑
気
払
い
「
う
か
れ
太
鼓
」

16
名
参
加
。
Ｏ
Ｂ
会
員
も
加
わ
り
平
成
20
年
の
発
足

当
時
か
ら
の
懐
か
し
い
写
真
や
話
で
盛
り
上
が
っ
た
。

毎
回
の
登
山
記
録
の
「
山
紀
行
」
も
発
行
回
数
が

１
６
８
回
に
な
り
ま
す
。

・
９
月
14
日
西
吾
妻
山
（
天
元
台
～
人
形
石
～
か
も

し
か
展
望
台
）
１
９
６
４
ｍ
13
名
参
加
。
天
元
台
が

主
催
す
る
米
沢
市
民
感
謝
の
日
・
秋
一
番
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
超
格
安
料
金
（
１
３
５
０
円
で
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
と
リ
フ
ト
を
往
復
利
用
）
で
参
加
出
来
た
。

紅
葉
の
見
頃
は
こ
れ
か
ら
だ
っ
た
が
、
ま
ず
ま
ず
の ７月　大名倉山
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で
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

⑵
南
相
馬
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
グ
ラ
ン
ド
大
会

　令
和
６
年
４

月
25
日
、
南
相

馬
市
水
無
川
河

川
敷
で
開
催
。

総
勢
25
名
、
相

馬
ク
ラ
ブ
か
ら

は
３
名
の
参
加

で
交
流
を
深
め

て
き
ま
し
た
。

相馬クラブ
パークゴルフ大会

相馬クラブ　原町との交流会

症
対
策
は
緩
和

さ
れ
５
類
に
移

行
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
久
し
ぶ

り
の
対
面
の
集

合
会
議
で
行
い
、

参
加
者
は
10
名
、

出
席
率
は
45
％

以
上
で
し
た
。

　令
和
５
年
度

経
過
報
告
、
会

計
報
告
及
び
会

計
監
査
報
告
の

承
認
後
、
令
和

６
年
度
事
業
計

画
（
案
）、
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
議
案
を
審
議
し
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

⑴
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

・
第
83
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　令
和
６
年
８
月
１
日
、
相
馬
市
松
川
浦
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
で
実
施
し
ま
し
た
。

　優
勝

　岡
田

　博

　
　
　準

優
勝

　鶴
岡

　亨
治

　３
位

　工
藤

　晴
弘

　毎
週
水
曜
日
を
練
習
日
と
定
め
、
９
時
30
分
集
合

で
実
施
し
て
お
り
、
健
康
と
親
睦
を
目
的
に
楽
し
ん 相馬クラブ　Ｒ６総会

登
山
日
和
で
人
形
石
か
ら
の
吾
妻
連
峰
が
絶
景
で
登

山
道
中
の
色
鮮
や
か
な
リ
ン
ド
ウ
の
花
や
赤
い
実
を

付
け
た
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
が
我
々
一
行
を
歓
迎
し
て

く
れ
た
。
下
山
後
は
白
布
温
泉
の
東
屋
旅
館
で
入
浴

を
し
、
秋
を
感
じ
た
良
い
一
日
で
し
た
。

◆ 

電
電
相
馬
ク
ラ
ブ

◎
定
例
総
会
開
催

　第
31
回
定
例
総
会
は
令
和
６
年
７
月
17
日
。
風
光

明
媚
な
相
馬
市
松
川
浦
岩
ノ
子
の
「
清
風
荘
」
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

９月
西吾妻・人形石
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か
会
の
女
性
も
例
年
ど
お
り
着
付
け
手
伝
い
に
協
力

し
ま
し
た
。
祭
り
日
程
の
８
月
２
～
３
日
、
４
名
で

着
付
け
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
な
お
、
参
加
数
は
60

の
団
体
・
３
２
５
０
名
の
踊
り
手
で
し
た
。

皆さん、踊りも揃っております

NTT 東日本福島支店の皆さん
着付けもバッチリ

夜になり祭りも最高潮

◎
一
泊
親
睦
旅
行
に
つ
い
て

　Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
と
合
同
で
令
和
６
年
９

月
11
～
12
日
に
、
25
名
参
加
の
下
、
岩
手
県
の
毛
越

寺
・
猊
鼻
渓
の
船
下
り
後
、
気
仙
沼
に
泊
ま
り
、
次

の
日
は
宮
城
県
の
松
島
で
湾
内
観
光
・
塩
釜
で
買
い

物
と
い
う
行
程
で
実
施
し
ま
し
た
。

　観
光
で
は
猊
鼻
渓
の
船
下
り
途
中
で
雨
に
あ
っ
た

が
直
ぐ
に
止
み
、
船
頭
の
民
謡
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、

景
観
も
良
か
っ
た
で
す
。
夜
の
宿
で
の
懇
親
会
は
、

歌
に
余
興
に
多
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
松
島
湾

巡
り
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
日
本
三
景
の
島
巡
り
景
観

に
大
満
足
の
旅
行
で
し
た
。

◎
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会
に
つ
い
て

　相
馬
地
区
退
職
者
の
会
の
呼
び
か
け
で
、
相
馬
地

区
退
職
者
、
原
町
退
職
者
、
電
電
退
職
者
の
三
会
合

同
で
、
令
和
６
年
９
月
26
日
27
名
の
参
加
に
よ
り
相

馬
光
陽
パ
ー
ク
場
で
実
施
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
で

１
ゲ
ー
ム
の
み
の
実
施
で
し
た
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の

他
地
区
と
の
交
流
は
意
義
の
有
る
交
流
で
し
た
。

◆ 

電
友
あ
さ
か
会

◎
う
ね
め
踊
り
着
付
け
手
伝
い

　毎
年
、
郡
山
の
夏
祭
り
「
う
ね
め
踊
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
参
加
に
あ
た
り
、
電
友
あ
さ

◆ 
電
電
原
町
退
職
者
の
会

◎
総
会
に
つ
い
て

　令
和
６
年
７
月
10
日
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
丸
屋
グ

ラ
ン
デ
ィ
で
24
名
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
新
規

加
入
会
員
の
紹
介
の
後
、
総
会
議
案
が
提
案
さ
れ
、

活
動
報
告
・
方
針
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
承
認
、
可

決
さ
れ
た
。
２
部
の
懇
親
会
で
は
、
参
加
者
の
近
況

報
告
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

交
流
は
盛
会
裏
に
終
わ
っ
た
。

原町
６年度総会写真
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で
会
員
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　昨
年
６
月
か
ら
の
例
会
の
活
動
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。
５
月
は
豪
雨
で
中
止
の
為
６
月
か
ら
第
２

回
と
な
り
ま
し
た
。

・
第
２
回
例
会

　６
月
10
日

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
白
河
Ｇ
Ｃ

　優
勝

　佐
藤

　光
正

　
　準

優
勝

　佐
藤

　善
則

・
第
３
回
例
会

　７
月
８
日

　宇
津
峰
Ｇ
Ｃ

　優
勝

　浅
野

　武
行

　
　準

優
勝

　仲
田
美
智
子

・
第
４
回
例
会

　８
日
５
日

　東
都
郡
山
Ｇ
Ｃ

　優
勝

　遠
藤

　芳
孝

　
　準

優
勝

　佐
藤

　光
正

夏男　勢揃い！

◎
食
用
廃
油
リ
サ
イ
ク
ル

　電
友
会
あ
さ
か
会
発
足
30
周
年
（
平
成
25
年
）
記

念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
施
策
の

「
食
用
廃
油
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
」
を
実
施
。
会
員
等

が
回
収
し
、
精
製
・
販
売
は
社
会
福
祉
法
人
「
に
ん

じ
ん
舎
」（
知
的
障
が
い
者
施
設
）が
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
（
Ｃ
Ｏ
２
削
減
）
化
し
、
収
益
は
「
に
ん

じ
ん
舎
」
へ
。
会
員
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
・
飲
食
店

等
の
協
力
得
て
令
和
６
年
10
月
末
累
計
で
２
８
７
０

ℓ
提
供
し
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
実
施
い
た
し
ま
す
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

⑴
Ｎ
Ｔ
Ｔ
県
南
O
B
・
O
G
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　令
和
６
年
度
の
例
会
は
４
月
に
順
調
に
ス
タ
ー
ト

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
５
月
は
豪
雨
の
た
め
延
期

と
な
り
、
６
月
か
ら
第
２
回
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

８
月
の
夏
休
み
に
も
予
定
ど
お
り
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　昨
年
夏
は
全
国
的
な
猛
暑
で
し
た
が
、
８
月
例
会

は
郡
山
近
く
の
東
都
郡
山
Ｃ
Ｃ
で
開
催
し
会
員
の
皆

さ
ん
暑
さ
対
策
を
完
璧
に
し
て
元
気
に
プ
レ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。（
皆
さ
ん
夏
男
で
し
た
） 

11
月
の
納

会
も
予
定
ど
お
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　今
年
は
新
会
員
が
入
会
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
広
々
と
し
た
コ
ー
ス
を

真
直
ぐ
に
行
く
人
、
ラ
イ
ト
＆
レ
フ
ト
と
コ
ー
ス
を

広
々
と
有
効
に
使
う
人
と
様
々
で
す
が
皆
さ
ん
元
気

◎
無
人
交
換
所
除
草
作
業

　Ｎ
Ｔ
Ｔ
事
業
へ
の
協
力
の
一
環
と
し
て
無
人
局
交

換
所
の
舞
木
、
滑
川
、
向
陽
台
、
御
前
南
の
４
ケ
所

を
７
月
と
10
月
に
合
計
八
ヶ
所
の
除
草
作
業
を
会
員

延
べ
６
名
に
て
実
施
し
ま
し
た
。
作
業
は
業
務
安
全

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
保
護
メ
ガ
ネ
、

手
袋
、
安
全
靴
を
着
用
し
て
、
Ｋ
Ｙ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
実
施
、
通
信
ケ
ー
ブ
ル
、
ア
ー
ス
線
等
に
は
ピ
ン

ク
の
テ
ー
プ
で
マ
ー
キ
ン
グ
を
し
、
周
辺
１
ｍ
の
範

囲
は
手
刈
り
除
草
を
実
施
し
ま
し
た
。

　こ
れ
に
よ
り
通
信
設
備
を
目
視
で
確
認
出
来
る
よ

う
、
上
下
刃
逆
回
転
ハ
サ
ミ
式
刈
払
機
を
使
用
し
て

の
除
草
作
業
に
よ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
切
断
破
損
事
故
の

作
業
事
故
発
生
は
皆
無
と
な
り
ま
し
た
。

除草作業前安全確認
舞木交換所
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ほ
ぼ
全
役
職
が
改
選
さ
れ
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　総
会
の
目
的
で
も
あ
る
会
員
と
の
親
睦
を
図
る
た

め
第
２
部
は
懇
親
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
久
し
振
り

の
再
会
を
喜
び
楽
し
く
語
り
合
い
有
意
義
な
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

⑴
Ｐ
Ｃ
同
好
会

　今
ま
で
の
パ
ソ
コ
ン
の
ス
キ
ル
を
活
か
し
、
会
報

誌
「
生
き
る
」
19
号
を
作
成
し
ま
し
た
。
会
の
情
報

や
各
サ
ー
ク
ル
の
活
動
状
況
を
収
集
し
て
編
集
作
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
年
に
２
回
作
成
し
会
の
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

作成した会報誌 19 号　表面作成した会報誌 19 号　裏面

で
総
会
実
施
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
５
月

28
日
、
５
年
ぶ
り
に
市

内
登
町
の
双
葉
寿
司
に

お
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
福
島
支
店
郡
山
営
業

支
店
長
一
井
朋
和
様
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の

会
会
長
高
橋
惇
様
の
出

席
を
得
て
総
勢
35
名

（
委
任
状
23
通
）
で
開

催
し
ま
し
た
。
小
針
晶

一
さ
ん
を
議
長
に
選
出

し
議
事
に
入
り
、
令
和

５
年
度
一
般
経
過
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査

報
告
並
び
に
令
和
６
年

度
活
動
方
針
、
役
員
改

選
、
予
算
を
審
議
し
ま
し
た
。

　令
和
６
年
度
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は

　１
、
会
員
同
士
が
心
豊
か
な
生
活
を
過
ご
す
た
め
、

　
　
　諸

サ
ー
ク
ル
活
動
の
推
進

　２
、
地
域
か
ら
頼
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

　
　
　推

進

　３
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
強
化

　以
上
を
提
案
説
明
し
、
満
場
一
致
の
拍
手
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に
当
た
り
、 総会の出席者

・
第
５
回
例
会

　９
月
９
日

　
　
　
　
　
　
　グ

リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
Ｃ
Ｃ

　優
勝

　山
田

　新
一

　
　準

優
勝

　大
竹

　政
實

・
第
６
回
例
会

　10
月
７
日

　
　
　
　
　
　
　ロ

ー
レ
ル
バ
レ
ー
Ｃ
Ｃ

　優
勝

　渡
邊

　守
康

　
　準

優
勝

　鈴
木

　淳
一

⑵
旅
ク
ラ
ブ

　令
和
６
年
６

月
６
日
に
矢
吹

町
温
泉
宿
「
観

音
湯
」
に
て
総

会
・
春
季
旅
行

を
参
加
者
15
名

に
て
行
い
、
役

員
人
事
は
続
投

と
し
、
和
気
藹

々
の
雰
囲
気
の

中
に
て
終
了
し

ま
し
た
。

◆ 

白
河
地
区
電
友
会

◎
定
期
総
会
の
開
催

　３
月
の
役
員
会
で
、
令
和
６
年
度
の
総
会
は
コ
ロ

ナ
感
染
の
状
況
が
大
分
落
ち
着
い
て
き
た
の
で
集
合 「観音湯」に浸かり皆笑顔
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夕
方
に
も
う
一
度
水
を
や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
朝

の
水
や
り
作
業
を
終
了
し
、
夕
方
畑
に
行
っ
て
見
る

と
全
数
し
お
れ
た
状
態
で
、
一
瞬
だ
め
か
と
思
い
ま

し
た
が
生
命
力
を
信

じ
愛
情
を
込
め
て
水

を
や
り
ま
し
た
。

　次
の
日
の
朝
、
畑
に

行
っ
て
皆
、
凛
々
し
く

立
っ
て
い
る
姿
を
見
て

よ
う
や
く
苦
労
が
報
わ

れ
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

後
は
収
穫
ま
で
見
守
り
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
へ
の
贈
呈
は
収

穫
し
て
か
ら
の
実
施
と

な
り
ま
す
。

移植後のしおれ状況翌朝、元気になった状況７月５日移植作業

⑶
南
峰
会

　令
和
６
年
４
月
の
役
員
会
の
中
で
「
ラ
ン
チ
会
」

等
を
秋
冬
ご
ろ
に
実
施
し
た
い
旨
の
意
識
合
わ
せ
を

し
ま
し
た
が
、
新
春
ラ
ン
チ
会
に
な
り
そ
う
で
す
。

⑷
花
の
絆

　今
年
度
も
、
ひ
ま
わ
り
の
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
会
員
全
員
に
種
蒔
き
か
ら
開
花
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
元
気
な
花
で
癒
さ
れ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で

「
福
島
ひ
ま
わ
り
里
親
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
福
島
支
店
郡
山
営
業
支

店
に
贈
呈
す
る
た
め
で
す
。
会
員
に
は
Ｒ
５
年
末
か

ら
Ｒ
６
年
明
け

に
種
を
基
本
手

渡
し
で
配
付
し

ま
し
た
。

　５
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け

て
雨
の
日
が
続

き
種
蒔
き
の
計

画
が
立
て
ら
れ

ず
、
や
っ
と
種
蒔
き
が
終
了
し
た
と
思
っ
た
矢
先
に

鳥
に
食
べ
ら
れ
て
、
パ
ラ
パ
ラ
な
発
芽
状
態
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
、
整
列
し
た
ひ
ま
わ
り
畑
に
す
べ

く
移
植
を
実
行
し
ま
し
た
。
抜
い
て
は
植
え
て
の
繰

り
返
し
特
に
水
や
り
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
朝
、
近

く
の
小
川
か
ら
水
を
汲
ん
で
は
掛
け
を
繰
り
返
し
、 ５月 29日種蒔き作業

⑵
ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ

　国
指
定
史
跡
・
名
勝
の
南
湖
公
園
を
白
河
ツ
ー
リ

ズ
ム
ガ
イ
ド
に
所
属
し
て
い
る
会
員
の
案
内
で
散
策

を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
合
わ
ず

春
の
実
施
に
な
り
そ
う
で
す
。
同
時
に
モ
ー
ニ
ン
グ

散
歩
を
計
画
し
て
い
た
の
で
、
こ
ち
ら
は
実
施
し
、

市
内
を
流
れ
る
谷
津
田
川
か
ら
小
峰
城
跡
を
巡
る
散

歩
を
楽
し
み
ま
し
た
。
谷
津
田
川
は
子
ど
も
の
頃
に

川
に
入
っ
て
よ
く
遊
ん
だ
懐
か
し
い
川
で
す
が
、
当

時
の
面
影
は
全
く
無
く
素
晴
ら
し
い
川
に
変
貌
し
て

い
ま
し
た
。
平
成
10
年
８
月
に
多
量
の
雨
が
降
り
続

き
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
の
川
が
氾
濫
し
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
復
興
工
事
が
始
ま
り
公

園
の
よ
う
な
川
に
整
備
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
旧
市
内

の
街
並
み
を
見
な
が
ら
小
峰
城
跡
公
園
を
回
り
早
朝

カ
フ
ェ
で
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

谷津田川風景
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に
貢
献
さ
れ
、
現
在
も
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　義
援
金
は
日
赤
福
島
県
支
部
へ
送
金
さ
れ
、
被
災

者
支
援
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
一
日
も
早
い

復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◎
文
化
講
演
会
開
催

　令
和
６
年
10
月
７
日
、
喜
多
方
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
13

名
の
方
が
参
加
し
、「
認
知
症
ト
レ
ー
ナ
ー
に
つ
い

て
」
当
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方
に
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
認
知
症
の
方
の
接
し
方
、
認
知
症
の
方
の

気
持
ち
、
そ
の
家
族
の
気
持
ち
等
を
講
義
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
役
に
立
つ
話
を
聞
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

能登半島地震
災害義援金お届け

れ
ら
の
「
う
ど
ん
」
は
自
宅
用
に
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。
第
２
会
場
に
場
所
を
移
し「
う
ど
ん
」

の
会
食
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
近
況
等
を
話
題

に
会
食
が
進
み
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

◆ 

会
津
電
友
会

◎
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金
お
届
け

　総
会
で
承
認
に
な
っ
た
「
能
登
半
島
地
震
災
害
義

援
金
」
を
令
和
６
年
７
月
22
日
に
喜
多
方
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
斎
藤
勇
会
長
に
届
け
ま
し
た
。
斎
藤
勇

会
長
は
会
津
電
友
会
の
会
員
で
も
あ
り
、
長
年
、
喜

多
方
市
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
社
会
福
祉
事
業 「うどん教室」に参加された方々と懇親会の様子

⑸
麵
面
同
好
会

　４
月
18
日
そ
ば
打
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
結
の

会
」
の
ご
指
導
に
よ
り
「
う
ど
ん
打
ち
教
室
」
を
結

の
会
道
場
を
お
借
り
し
て
行
い
ま
し
た
。
参
加
人
数

は
７
名
で
し
た
の
で

２
回
に
分
け
て
実
施

し
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
方
全
員
は
既
に

「
う
ど
ん
教
室
」
は

経
験
済
み
の
た
め
、

「
水
回
し
」「
足
踏
み
」

は
充
分
ベ
テ
ラ
ン
の

域
に
な
ら
れ
て
ス
ム

ー
ズ
に
作
業
が
で
き

ま
し
た
。「
切
り
」
の

作
業
は「
製
麺
機
」を

利
用
し
た
の
で
「
う

ど
ん
」
の
出
来
栄
え

は
見
事
で
し
た
。
こ

「生地作り」風景「生地の足踏み」風景 「延し」風景
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　さ
て
解
散
に
あ
た
り
在
任
中
の
特
に
印
象
に
残
っ

た
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　平
成
16
年
に
当
時
の
い
わ
き
電
電
同
友
会
（
会
員

男
性
42
名
）
と
電
電
と
き
わ
会
（
会
員
女
性
96
名
）

の
大
合
併
が
行
わ
れ
、
い
わ
き
電
友
会
が
発
足
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
会
員
不
足
が
課
題
で
あ
っ
た
電
電

同
友
会
に
と
っ
て
ま
さ
に
天
の
助
け
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
減
少
化
に
悩
ん
で
い
る
現
在
と
比
べ
て
今
昔

の
感
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
女
性
会
員
と
合
併
し
た
こ

と
に
よ
る
利
点
は
会
が
非
常
に
活
性
化
さ
れ
た
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　以
前
の
電
電
同
友
会
の
活
動
は
地
下
ビ
ル
の
薄
明

か
り
で
行
っ
た
総
会
で
の
飲
み
会
く
ら
い
で
し
た
の

で
女
性
会
員
と
合
併
に
よ
り
サ
ー
ク
ル
活
動
や
各
種

会
合
で
の
懇
親
会
で
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　こ
こ
に
私
は
合
併
に
尽
力
さ
れ
た
当
時
の
島
会
長

と
若
林
会
長
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

ま
す
。
ま
た
合
併
後
永
年
に
わ
た
り
役
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
た
女
性
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　甚
だ
手
前
味
噌
の
話
で
恐
縮
で
し
た
が
、
最
後
に

こ
れ
ま
で
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
電
友

会
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
退
職
者
の
会
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

元
い
わ
き
電
友
会
会
長

　佐
藤

　健

　昼
食
は
、
第
２
部
と
し
て
、
芋
煮
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
有
意
義
な
講
義
を
受
け
、
美
味
し
い
芋
煮
御

膳
を
頂
き
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◆ 

い
わ
き
電
友
会

◎「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　い
わ
き
電
友
会
は
令
和
６
年
12
月
末
を
以
て
解
散

い
た
し
ま
し
た
が
、
今
回
東
北
電
友
会
会
報
96
号
の

発
刊
に
あ
た
り
支
部
か
ら
投
稿
の
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
寄
稿
い
た
し
ま
す
。

文化講演会参加者の皆さん
「認知症トレーナーについて」講演
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